第３２回「東京栃中・栃高会　総会と秋の集い」のご案内

謹啓　同窓会の皆々様、お元気にお過ごしのこととご拝察申し上げます。

さて、本年も同窓生とのご親交を深めるため、第３２回東京栃中・栃高会“総会と秋の集い”を下記のとおり開催することになりました。

総会後の講演は、栃高で教鞭を取られた故吉川邦三先生のご子息　吉川　真　氏　（８１回）に　世界初への挑戦：小惑星探査ミッション「はやぶさ」・「はやぶさ２」と題してのお話をしていただきます。

つきましては、同窓会を代表して同窓会長を始め諸先輩にはご来賓としてご出席いただきますようご案内申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹言

平成２８年８月吉日

東京栃中・栃高会 会長　池田　輝彦（６６回）

記

     日　時：　平成２８年１１月２４日（木）18:00～20:30(受付開始17:30)
　　　場　所：　日本プレスセンター　10階ホール

                〒100-0011　東京都千代田区内幸町2-2-1　℡03-3503-2721
催　事：　第３２回　［総 　会］　議事　(18:00～18:15)

　　　　　　　　　　　　　　　会長挨拶、年度事業報告、会計報告
　　　　　　　　 第４２回　［講 演 会］　(18:15～19:25)

演　題　：　世界初への挑戦：小惑星探査ミッション「はやぶさ」・「はやぶさ２」　　　　　　　
講　師　：　吉川　真　氏　(８１回・昭和55年卒・栃西中出身)
［懇 親 会］　(19:30～20:30)　来賓挨拶・交歓会・校歌斉唱　
　　　(講師プロフィール)　 
1962年（昭和３７年）、栃木市生まれ。宇宙航空研究開発機構、宇宙科学研究所、准教授。
理学博士。「はやぶさ２」ミッションマネージャ。

東京大学理学部天文学科卒業。同大学院卒業。日本学術振興会の特別研究員を経て
1991年（平成3年）から郵政省通信総合研究所に勤務。
1996年（平成8年）にはフランスのニース天文台に1年間派遣。

1998年（平成10年）文部省宇宙科学研究所に異動。
2003年（平成20年）組織の統合により現在に至る。

専門は天体力学。小惑星や彗星といった太陽系小天体の軌道解析が専門。
現在は人工衛星や惑星探査機などの軌道決定について研究も進めている。
小惑星探査ミッション「はやぶさ」では軌道決定を担当し、ミッションの後半ではプロジェクトサイエンティストを、そして最後にはプロジェクトマネージャを兼務した。
また太陽系小天体探査検討チームのリーダーとして、「はやぶさ２」プロジェクトを立ち上げ、プロジクトマネージャを経てミッションマネージャを務めている。
天体の地球衝突問題（スペースガード）に関する研究や啓蒙活動も進めている。　
（本件問合先　；　090-4603-4448　 masubuchisusumu@gmail.com 増渕將まで）       　　　                            　

